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１ 地価公示制度の概要 

 

地価公示は、国土交通省土地鑑定委員会が毎年１回標準地の正常な価格を公示し、一般

の土地取引価格に対して指標を与えるとともに、公共事業用地の取得価格算定の規準とさ

れている。また、国土利用計画法に基づく土地取引の規制では、土地価格算定の規準とさ

れる等により、適正な地価の形成に寄与することを目的としている。 

 

(1) 対象区域（公示区域） 

地価公示は、「都市計画区域その他の土地取引が相当程度見込まれるものとして国土交

通省令で定める区域（国土利用計画法（昭和 49 年法律第 92 号）第１２条第１項の規定

により指定された規制区域を除く。）」において実施することとされている（地価公示法

（昭和 44年法律第 49 号）第２条第１項）。 

 

(2) 価格の判定 

公示されるのは、毎年１月１日における標準地の１㎡当たりの正常な価格である。 

※ 「正常な価格」とは、市場性を有する不動産について、合理的な市場で形成されるで

あろう市場価値を適正に表示する価格、即ち、売り手にも買い手にもかたよらない客

観的な価値を表したものである。 

 

表１ 地価公示・地価調査制度比較表（参考） 

区 分 地価公示制度 地価調査制度 

目   的 選定された標準地の正常価格を公

示することにより、一般の土地取引

価格に対し指標を与え、また公共事

業用地の取得価格算定の規準とされ

る等、適正な地価の形成に寄与する。 

地価公示制度の拡充整備と国土利

用計画法の円滑な施行を図る。 

根 拠 法 令 地価公示法 国土利用計画法施行令第９条 

評 価 時 点 毎年１月１日 毎年７月１日 

公 示 日 ３月２０日（平成３１年） ９月１９日（平成３０年） 

対 象 区 域 都市計画区域その他の土地取引が

相当程度見込まれるものとして国土

交通省令で定める区域 

（地価公示法第２条第１項） 

県内全域 

実 施 主 体 国土交通省土地鑑定委員会 都道府県知事 

地点の名称 標準地 基準地 
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２ 三重県の平成３１年地価公示の実施状況 

 

(1) 地価公示対象市町は２５市町（１４市１１町）あり、標準地設定数は４３２地点で

ある。 

 

表２ 地価公示対象市町及び標準地数一覧表 

市  名 地 点 数 郡  名 町  名 地 点 数 

津  市 

四日市市 

伊 勢 市 

松 阪 市 

桑 名 市 

鈴 鹿 市 

名 張 市 

尾 鷲 市 

亀 山 市 

鳥 羽 市 

熊 野 市 

いなべ市 

志 摩 市 

伊 賀 市 

６８ 

１０１ 

１８ 

３２ 

４９ 

４３ 

７ 

５ 

８ 

５ 

５ 

９ 

１２ 

２８ 

 

桑 名 郡 

員 弁 郡 

三 重 郡 

 

 

多 気 郡 

 

度 会 郡 

 

北牟婁郡 

南牟婁郡 

木曽岬町 

東 員 町 

菰 野 町 

朝 日 町 

川 越 町 

多 気 町 

明 和 町 

玉 城 町 

南伊勢町 

紀 北 町 

御 浜 町 

３ 

５ 

７ 

４ 

５ 

２ 

４ 

３ 

３ 

２ 

２ 

 

 

 

 

市 計 ３９０ 町 計 ４０ 

小  計  ４３０ 

林  地    ２ 

合  計  ４３２ 

 

 

(2) 用途別の標準地設定数は次のとおりである。 

 

表３ 用途別標準地数             ※３１年(   )書きは継続地点数 

区 分 住宅地 
宅 地 
見込地 

商業地 工業地 林 地 合 計 

３０年 ２９３  ３ １１０ ２４  ２ ４３２ 

３１年 
２９３ 

（２９１） 

 ３ 

（３） 

１１０ 

（１０７） 

２４ 

（２４） 

 ２ 

（２） 

４３２  

（４２７） 
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(3) 価格の判定 

 

各標準地について、２名の不動産鑑定士が鑑定評価を行い、その結果を国土交通省

土地鑑定委員会が審査調整して判定。 

 

なお、県内の標準地については、３６名の不動産鑑定士が鑑定評価に従事した。 

 

代 表 幹 事  片岡 浩司 （株式会社片岡不動産鑑定） 

〒514-0008 津市上浜町五丁目 1番地 92 

 ℡ 059(221)1212 

 

第１分科会幹事  瀬古 博之 （マルセ産業株式会社） 

〒510-0018 四日市市白須賀 1丁目 11番 26 号 

 ℡ 059(331)8123 

 

第２分科会幹事  代表幹事に同じ 

 

第３分科会幹事  磯部 雄一 （株式会社三交不動産鑑定所本部） 

〒514-0033 津市丸之内 9番 18 号 津丸の内ビル 6階 

℡ 059(226)4611 

 

 

分科会名 分科会幹事名 区   域 

三重 第１ 

１４名 

 

三重 第２ 

１３名 

 

三重 第３ 

９名 

瀬古 博之 

 

 

片岡 浩司 

 

 

磯部 雄一 

 

四日市市、桑名市、いなべ市、木曽岬町、東員町、菰野町、

朝日町、川越町 

 

津市、鈴鹿市、名張市、亀山市、伊賀市 

 

 

伊勢市、松阪市、尾鷲市、鳥羽市、熊野市、志摩市、 

多気町、明和町、玉城町、南伊勢町、紀北町、御浜町 
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３ 平成３１年地価公示の概要 

平成３１年３月 

国土交通省土地・建設産業局 

地価調査課作成資料の抜粋 

 

平成３０年１月以降の１年間の地価について 

○全国平均では、住宅地は２年連続、商業地は４年連続の上昇となり、それぞれ上昇基調

を強めている。 

○三大都市圏をみると、住宅地、商業地ともに各圏域で上昇が継続し、上昇基調を強めて

いる。 

○地方圏をみると、住宅地が平成４年以来２７年ぶりに上昇に転じた。また、商業地は２

年連続の上昇となり、上昇基調を強めている。 

 

 

（１）地価変動率の推移 

（単位：％）

２７公示 ２８公示 ２９公示 ３０公示 ３１公示 ２７公示 ２８公示 ２９公示 ３０公示 ３１公示

△ 0.4 △ 0.2 0.0 0.3 0.6 0.0 0.9 1.4 1.9 2.8

0.4 0.5 0.5 0.7 1.0 1.8 2.9 3.3 3.9 5.1

0.5 0.6 0.7 1.0 1.3 2.0 2.7 3.1 3.7 4.7

0.0 0.1 0.0 0.1 0.3 1.5 3.3 4.1 4.7 6.4

0.8 0.8 0.6 0.8 1.2 1.4 2.7 2.5 3.3 4.7

△ 1.1 △ 0.7 △ 0.4 △ 0.1 0.2 △ 1.4 △ 0.5 △ 0.1 0.5 1.0

△ 1.6 △ 1.7 △ 1.6 △ 1.4 △ 1.0 △ 1.5 △ 1.5 △ 1.6 △ 1.3 △ 0.8

名古屋圏

地方圏

三重県

住宅地 商業地

全国

三大都市圏

東京圏

大阪圏

 

 

（２）半年毎の地価変動率の推移 

（単位：％）

前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半

0.5 0.5 0.6 0.8 1.5 1.8 1.9 2.4

0.4 0.5 0.6 0.7 2.2 2.4 2.7 3.3

0.6 0.7 0.8 0.9 2.1 2.2 2.5 3.0

0.1 0.2 0.2 0.3 2.7 3.2 3.5 4.9

0.6 0.7 0.7 1.0 1.9 1.7 2.1 2.0

0.5 0.5 0.7 0.8 0.8 1.0 1.1 1.4

△ 0.6 △ 0.6 △ 0.4 △ 0.3 △ 0.3 △ 0.2 △ 0.1 0.0

住宅地 商業地

３０年公示 ３１年公示 ３０年公示 ３１年公示

三重県

全国

三大都市圏

東京圏

大阪圏

名古屋圏

地方圏

 

※ 都道府県地価調査（毎年 7月 1日時点実施）との共通地点での集計である。 

※ 31 年公示前半：H30.1.1～H30.7.1 の変動率  31 年公示後半：H30.7.1～H31.1.1 の変動率 
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（３）上昇・横ばい・下落の地点数の推移 

（単位：地点）

上昇 横ばい 下落 上昇 横ばい 下落 上昇 横ばい 下落

7,576 3,756 6,714 3,531 1,006 1,789 11,683 5,068 8,715

(42%) (21%) (37%) (56%) (16%) (28%) (46%) (20%) (34%)

6,809 4,060 7,317 3,276 1,090 2,039 10,568 5,472 9,665

(37%) (22%) (40%) (51%) (17%) (32%) (41%) (21%) (38%)

6,082 4,067 7,760 2,874 1,034 2,234 9,314 5,357 10,352

(34%) (23%) (43%) (47%) (17%) (36%) (37%) (21%) (41%)

4,608 2,045 2,059 2,225 316 170 7,197 2,475 2,269

(53%) (23%) (24%) (82%) (12%) (6%) (60%) (21%) (19%)

4,258 2,305 2,228 2,149 373 211 6,729 2,810 2,512

(48%) (26%) (25%) (79%) (14%) (8%) (56%) (23%) (21%)

3,961 2,433 2,288 1,988 417 222 6,212 2,988 2,588

(46%) (28%) (26%) (76%) (16%) (8%) (53%) (25%) (22%)

2,883 1,024 1,012 1,356 132 91 4,424 1,193 1,114

(59%) (21%) (21%) (86%) (8%) (6%) (66%) (18%) (17%)

2,770 1,082 1,110 1,329 153 102 4,277 1,279 1,226

(56%) (22%) (22%) (84%) (10%) (6%) (63%) (19%) (18%)

2,569 1,187 1,153 1,246 173 109 3,964 1,409 1,274

(52%) (24%) (23%) (82%) (11%) (7%) (60%) (21%) (19%)

881 781 845 519 102 42 1,523 933 899

(35%) (31%) (34%) (78%) (15%) (6%) (45%) (28%) (27%)

759 870 896 488 128 54 1,352 1,053 978

(30%) (34%) (35%) (73%) (19%) (8%) (40%) (31%) (29%)

709 873 907 444 134 64 1,234 1,070 1,004

(28%) (35%) (36%) (69%) (21%) (10%) (37%) (32%) (30%)

844 240 202 350 82 37 1,250 349 256

(66%) (19%) (16%) (75%) (17%) (8%) (67%) (19%) (14%)

729 353 222 332 92 55 1,100 478 308

(56%) (27%) (17%) (69%) (19%) (11%) (58%) (25%) (16%)

683 373 228 298 110 49 1,014 509 310

(53%) (29%) (18%) (65%) (24%) (11%) (55%) (28%) (17%)

2,968 1,711 4,655 1,306 690 1,619 4,486 2,593 6,446

(32%) (18%) (50%) (36%) (19%) (45%) (33%) (19%) (48%)

2,551 1,755 5,089 1,127 717 1,828 3,839 2,662 7,153

(27%) (19%) (54%) (31%) (20%) (50%) (28%) (19%) (52%)

2,121 1,634 5,472 886 617 2,012 3,102 2,369 7,764

(23%) (18%) (59%) (25%) (18%) (57%) (23%) (18%) (59%)

56 43 192 29 18 60 85 70 270

(19%) (15%) (66%) (27%) (17%) (56%) (20%) (16%) (64%)

36 30 225 22 13 72 58 43 324

(12%) (10%) (77%) (21%) (12%) (67%) (14%) (10%) (76%)

26 17 241 16 7 84 42 24 349

(9%) (6%) (85%) (15%) (7%) (79%) (10%) (6%) (84%)

全国

３１年公示

２９年公示

３０年公示

３１年公示

３１年公示

３０年公示

２９年公示

住宅地

３０年公示

２９年公示

３１年公示

３０年公示

２９年公示

３１年公示

商業地 全用途

三大都市圏

２９年公示

東京圏

大阪圏

名古屋圏

地方圏

三重県

３１年公示

３０年公示

２９年公示

３１年公示

３０年公示

３０年公示

２９年公示

 

※「三大都市圏」とは、東京圏、大阪圏、名古屋圏をいう。 

「東京圏」とは、首都圏整備法による既成市街地及び近郊整備地帯を含む市区町の区域をいう。 

「大阪圏」とは、近畿圏整備法による既成都市区域及び近郊整備区域を含む市町村の区域をいう。 

「名古屋圏」とは、中部圏開発整備法による都市整備区域を含む市町村の区域をいう。 

「地方圏」とは、三大都市圏を除く地域をいう。 
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４ 三重県の地価動向について 

(1) 概況 

ア 用途別平均変動率 

全用途では▲１．０％（前年▲１．４％）と下落率は前年より小さくなった。 

住宅地では▲１．０％（前年▲１．４％）、商業地では▲０．８％（前年▲１．３％）

となり、住宅地、商業地とも平成５年から２７年連続の下落となった。 

今回の地価公示では、すべての用途で下落率が前年より小さくなった。（表４） 

 

表４ 三重県の用途別対前年平均変動率    ※（  ）は平成３０年平均変動率 

区 分 住宅地 宅地見込地 商業地 工業地 全用途 

平均変動率 

（％） 

▲1.0 

（▲1.4） 

▲1.6 

（▲1.9） 

▲0.8 

（▲1.3） 

▲0.7 

（▲1.3） 

▲1.0 

（▲1.4） 

 

イ 住宅地 

県平均変動率▲1.0%(前年▲1.4%)に対して、木曽岬町▲3.6%(前年▲3.6%)をはじ

め、鳥羽市▲3.4%(前年▲4.5%)、紀北町▲3.4%(前年▲4.7%)、尾鷲市▲3.2%(前年 

▲3.7%)、熊野市▲3.0%(前年▲4.3%)、南伊勢町▲3.0%(前年▲4.6%)が大きな下落率

を示した。 

一方、川越町が 0.1%(前年▲0.1%)と上昇となった。また、朝日町が 0.0%(前年 

▲0.2%)と横ばいとなった。 

 

継続地点２９１地点のうち、１９２地点で下落し、上昇地点は５６地点（前年 

３６地点）、横ばい（変動率ゼロ）地点は４３地点（前年３０地点）となった。 

上昇５６地点は、津市の８地点（津－１８ 大谷町 2.8% 等）、四日市市の２５地

点（四日市－５ 堀木２丁目 1.3% 等）、桑名市の１７地点（桑名－２４ 大字東方  

1.9% 等）、鈴鹿市の３地点（鈴鹿－３２ 北玉垣町 0.2% 等）、菰野町の１地点（菰

野－３ 大羽根園新林町 0.3%）、朝日町の１地点（三重朝日－４ 白梅の丘東２丁目 

0.5%）、川越町の１地点（三重川越－３ 大字北福崎 0.2%）で、横ばい４３地点は、

津市の９地点（津－２ 上浜町１丁目 等）、四日市市の１０地点（四日市－１０ 泊

山崎町 等）、桑名市の４地点（桑名－４ 大字蓮花寺 等）、鈴鹿市の１２地点（鈴

鹿－４ 庄野共進３丁目 等）、亀山市の１地点（亀山－２ みずほ台）、菰野町の３

地点（菰野－１ 大字菰野 等）、朝日町の２地点（三重朝日－１ 大字小向 等）、

川越町の２地点（三重川越－１ 大字高松 等）である。 

 

桑名市、四日市市、津市では、高台地や最寄り駅に近い等の居住環境のよい住宅

地を中心に宅地需要が引き続き堅調で、地価の上昇、横ばい地点が増加した。また、

鈴鹿市では、好調な地元自動車産業を背景に、地価の横ばい地点が大幅に増加する

など、北勢から中勢地区で地価の下げ止まり又は反転傾向が広がっている。 
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なお、県内の郡部方面では、少子高齢化や過疎化により宅地需要が減少し、郊外

型住宅地で空き家が目立つ地域もあるが、利便性の高いエリアでは、地価の下落率

は全体的に縮小傾向を示している。 

ただし、東日本大震災以降は、震災による津波懸念から沿岸部を中心に宅地需要

の低迷が続いており、地価の下落が大きな地点も見られた。（鳥羽－３ 安楽島町 等） 

 

ウ 商業地 

県平均変動率▲0.8%(前年▲1.3%)に対して、南伊勢町▲3.7%(前年▲5.1%)をはじ

め、志摩市▲3.3%(前年▲4.5%)、熊野市▲3.2%(前年▲4.8%)、尾鷲市▲3.0%(前年 

▲3.7%)、鳥羽市▲3.0%(前年▲3.9%)が大きな下落率を示した。 

一方、四日市市が 0.8%(前年 0.4%)、桑名市が 0.4%(前年 0.0%)と上昇となった。

また、菰野町が 0.0%(前年▲0.3%)と横ばいとなった。 

 

    継続地点１０７地点のうち、６０地点で下落し、上昇地点は２９地点（前年２２

地点）、横ばい（変動率ゼロ）地点は１８地点（前年１３地点）となった。 

上昇２９地点は、津市の２地点（津５－３ 羽所町 0.4% 等）、四日市市の２１地

点（四日市５－１ 諏訪栄町 2.9% 等）、伊勢市の２地点（伊勢５－３ 宇治今在家

町 2.2% 等）、桑名市の４地点（桑名５－１ 末広町 1.4% 等）で、横ばい１８地

点は、津市の７地点（津５－１ 桜橋２丁目 等）、四日市市の４地点（四日市５－

５ 相生町 等）、桑名市の２地点（桑名５－５ 大字江場 等）、鈴鹿市の４地点（鈴

鹿５－２ 南江島町 等）、菰野町の１地点（菰野５－１ 大字宿野）である。 

 

近鉄四日市駅、桑名駅前や津駅を中心とする商業地域では、高い繁華性に加え、

マンション用地としての需要も増加し、引き続き地価の上昇が見られ、駅周辺部へ

も地価の下げ止まり又は反転傾向が広がっている。 

また、伊勢神宮内宮・外宮に近い商業地（伊勢５－３ 宇治今在家町、伊勢５－２ 

本町）については、式年遷宮以降も根強い集客力を依然として維持していることか

ら、地価は引き続き上昇を示した。 

なお、地価下落が進んできた南勢、東紀州方面でも、集客が期待できる各地域内

の中心エリア等では、全体的に下落率の縮小傾向が見られる。 
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(2) 全国及び近接県との比較 

ア 住宅地 

①  全国の住宅地の平均変動率は、０．６％（前年０．３％）であり、２年連続の上

昇となり、上昇率も前年より拡大した。 

 

近接県との比較は次のとおりである。 

三重県 ▲１．０％（４１位） 

愛知県  １．２％（ ５位）  岐阜県  ▲０．７％（３５位） 

静岡県 ▲０．７％（３５位）  奈良県  ▲０．５％（２８位） 

滋賀県 ▲０．６％（３１位）  京都府   ０．８％（ ９位） 

大阪府  ０．２％（１７位）  和歌山県 ▲１．３％（４６位） 

 

② 全国及び三大都市圏の状況との比較については、表７、図２のとおりである。 

 

イ 商業地 

①  全国の商業地の平均変動率は、２．８％（前年１．９％）であり、４年連続の上

昇となり、上昇率も３年連続で拡大した。 

 

近接県との比較は次のとおりである。 

三重県 ▲０．８％（３５位） 

愛知県  ４．６％（ ７位）  岐阜県  ▲０．５％（２９位） 

静岡県  ０．０％（２３位）  奈良県   ０．９％（１７位） 

滋賀県  ０．６％（２１位）  京都府   ９．７％（ ２位） 

大阪府  ６．５％（ ４位）  和歌山県 ▲１．１％（４２位） 

 

②  全国及び三大都市圏の状況との比較については、表８、図３のとおりである。 

 

 

※「三大都市圏」とは、東京圏、大阪圏、名古屋圏をいう。 

・「東京圏」とは、首都圏整備法による既成市街地及び近郊整備地帯を含む市区町の区

域をいう。 

・「大阪圏」とは、近畿圏整備法による既成都市区域及び近郊整備区域を含む市町村の

区域をいう。 

・「名古屋圏」とは、中部圏開発整備法による都市整備区域を含む市町村の区域をいう。 

（三重県では、四日市市、桑名市、いなべ市、木曽岬町、東員町、朝日町、川越町

が名古屋圏に含まれる。） 
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地価調査の基準地と同一地点である標準地一覧

住居表示

平成２９年
地価公示

価格
（円／㎡）

平成２９年
地価調査

価格
（円／㎡）

平成３０年
地価公示

価格
（円／㎡）

平成３０年
地価調査

価格
（円／㎡）

平成３１年
地価公示

価格
（円／㎡）

平成３１年
地価公示
対前年変
動率（％）

29年1月
～29年7
月変動
率（％）

29年7月
～30年1
月変動
率（％）

30年1月
～30年7
月変動
率（％）

30年7月
～31年1
月変動
率（％）

津
-1

（-16）
津市 観音寺町字大谷７６６番３３ 83,500 84,000 84,500 85,000 85,500 1.2 0.6 0.6 0.6 0.6

津
-3

（-15）
津市 白塚町字白池１番１３５ 43,100 42,500 41,900 41,300 40,700 △ 2.9 △ 1.4 △ 1.4 △ 1.4 △ 1.5

津
-6

（-2）
津市 南が丘３丁目１０番１２ 69,700 70,500 71,300 2.3 1.1 1.1

津
-26

（-18）
津市 久居持川町字持川２３４７番５ 44,500 44,300 44,200 44,200 44,200 0.0 △ 0.4 △ 0.2 0.0 0.0

津
5-5

（5-9）
津市 丸之内４２９番外 丸之内３２－１８ 118,000 118,000 118,000 0.0 0.0 0.0

津
5-9

（5-3）
津市 丸之内１５２番 丸之内１８－１５ 86,800 86,800 86,800 86,800 86,800 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

四日市
-5

（-18）
四日市市 堀木２丁目３３１番 堀木２－１４－２ 69,300 69,600 69,900 70,300 70,800 1.3 0.4 0.4 0.6 0.7

四日市
-19

（-14）
四日市市 大字茂福字坪ノ内１２６番１ 62,200 62,300 62,400 62,600 62,900 0.8 0.2 0.2 0.3 0.5

四日市
-32

（-17）
四日市市 釆女町字松ノ木１６０７番１０ 39,700 39,500 39,300 39,200 39,100 △ 0.5 △ 0.5 △ 0.5 △ 0.3 △ 0.3

四日市
-46
（-1）

四日市市 桜花台１丁目２４番４ 46,400 46,300 46,200 46,200 46,200 0.0 △ 0.2 △ 0.2 0.0 0.0

四日市
5-9

（5-12）
四日市市 富田１丁目１５９番 富田１－２５－１３ 74,000 74,100 74,300 74,600 75,000 0.9 0.1 0.3 0.4 0.5

四日市
5-11

（5-13）
四日市市 諏訪町８４番１ 諏訪町６－７ 88,000 88,400 88,900 89,700 90,500 1.8 0.5 0.6 0.9 0.9

伊勢
-2

（-3）
伊勢市 古市町字西裏１２番３ 46,800 46,300 45,500 45,000 44,600 △ 2.0 △ 1.1 △ 1.7 △ 1.1 △ 0.9

松阪
-6

（-2）
松阪市 殿町１２９１番１ 68,000 67,500 67,200 66,900 66,700 △ 0.7 △ 0.7 △ 0.4 △ 0.4 △ 0.3

松阪
-15

（-12）
松阪市 光町２４番３ 39,000 38,500 38,300 38,000 37,800 △ 1.3 △ 1.3 △ 0.5 △ 0.8 △ 0.5

松阪
5-4

（5-4）
松阪市 京町１区１３番４ 92,500 92,000 91,800 91,500 91,400 △ 0.4 △ 0.5 △ 0.2 △ 0.3 △ 0.1

桑名
-6

（-12）
桑名市 中山町８７番外 52,800 52,700 52,700 52,700 52,700 0.0 △ 0.2 0.0 0.0 0.0

桑名
-10

（-13）
桑名市 矢田磧９７番 77,400 77,500 77,600 77,700 77,800 0.3 0.1 0.1 0.1 0.1

桑名
-11
（-2）

桑名市 長島町又木字熊沢８５番３０ 47,700 47,200 46,700 46,200 45,700 △ 2.1 △ 1.0 △ 1.1 △ 1.1 △ 1.1

桑名
5-3

（5-4）
桑名市 八間通４番１０外 95,400 95,500 95,600 95,700 95,900 0.3 0.1 0.1 0.1 0.2

鈴鹿
-7

（-8）
鈴鹿市 白子３丁目３９０８番４ 白子３－２０－７ 42,100 41,900 41,700 41,500 41,400 △ 0.7 △ 0.5 △ 0.5 △ 0.5 △ 0.2

鈴鹿
-17
（-7）

鈴鹿市 岸岡町字雲雀山２７０７番１４５ 41,200 41,000 40,600 40,400 40,200 △ 1.0 △ 0.5 △ 1.0 △ 0.5 △ 0.5

鈴鹿
-27
（-9）

鈴鹿市 稲生こがね園３３００番２３ 稲生こがね園５－３ 41,700 41,600 41,600 41,600 41,600 0.0 △ 0.2 0.0 0.0 0.0

名張
-3

（-7）
名張市 桔梗が丘３番町４街区６番 45,800 45,300 44,900 44,500 44,100 △ 1.8 △ 1.1 △ 0.9 △ 0.9 △ 0.9

尾鷲
-1

（-2）
尾鷲市 小川東町７２２番９ 小川東町２０－８ 25,500 24,900 24,300 23,800 23,300 △ 4.1 △ 2.4 △ 2.4 △ 2.1 △ 2.1

伊賀
-1

（-4）
伊賀市 上野丸之内１３１番３ 47,100 46,500 45,900 45,300 44,800 △ 2.4 △ 1.3 △ 1.3 △ 1.3 △ 1.1

伊賀
5-1

（5-2）
伊賀市 上野東町２９６８番 56,100 55,100 54,200 53,200 52,400 △ 3.3 △ 1.8 △ 1.6 △ 1.8 △ 1.5

※ 標準地番号下段の（ ）は、平成３０年地価調査の基準地番号。

標準地番号 所在並びに地番
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